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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、1世紀から14世紀の京都を首都としてとらえ、その構造を、王権・流通・都市住民の支配とい
う三つの側面から解明しようとするものである。 
 序章「本研究の前提と視角」における中世京都研究の研究史整理では、まず1960年代までの中世都市・京都
研究の低調さが指摘される。ところが、1970年代、「王朝都市論」、「キヨメの都市的構造」論、「非農業民」「無
縁」論などによって、首都として中世前期の京都を積極的に位置付ける方法が提起され、80年代には、武士と
京都との関係についての研究が進んだ。しかし、90年代以降、全国における中世都市史研究の隆盛と対照的に、
京都研究は取り残された感があるとしている。 
 第一部「首都と王権」では、王権が、首都とその周辺と空間の中で、どのようなあり方を示すのか、王権の
特徴とその変遷を考察している。 
 まず、第１章「行幸・御幸の展開」では、当該期に特徴的な京都周辺の神社などへの行幸に着目する。摂関
政治確立期には、王権と摂関相互の位置関係を象徴する行事として成立した神社行幸が、11世紀後半以降、王
権自身によって拡大される。ところが13世紀になると、神社行幸は次第におこなわれなくなり、代わって「治
天の君」が主体となる神社御幸・御幸始が年中行事化された。こうして、儀式の主体が天皇から「治天の君」
へ転換することを明らかにしている。 
 第２章「儀式路の変遷と都市空間」では、行幸・御幸などの儀式や、犯罪人の首入洛の経路が、都市空間と
どのような対応関係にあるのかといった点を、路次の整備体制とのかかわりで論じている。儀式に使用される
経路が、11世紀までは朱雀大路であったのに対して、白河院政期以降、東洞院・大宮などの大路が使われるよ
うになり、朱雀大路の規定性が弱まる。一方、首入洛の際には、左京が避けられ、右京の西獄がその場所とし
て使用される。さらに、鎌倉期になると経路そのものが一定しなくなる。こうした経路の変化は、路次整備が、
11世紀までは京戸を動員していたのが、その後、検非違使が非人を動員する体制に変化したことと対応してい
る、とする。 
 第３章「火災と王権・貴族」では、都市災害である火災への対応策をさぐるなかで、王権を象徴するモノと
施設（大内裏・内裏）の関係、貴族にとっての「文書」の重要性などを解明している。12世紀までは、火災が
発生すると、検非違使による破壊消防がおこなわれていたが、以後は武士などが動員されるようになった。内
裏が焼亡した際には、天皇にかかわるモノの有無が問題になった。里内裏化が進むと、天皇に密着するモノと
大内裏に放置されるモノとが分離してゆく。貴族は「文書」を守るために耐火性の高い文蔵を建設したり、緊
急時に非難するための文車を利用した。「文書」を郊外に分置したり、一族内で分け合ったりしたことも明らか
にしている。 
 第二部「首都と交通」では、中世京都とともに成立し、交通拠点として首都機能を補完する衛星都市の変遷
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について考察している。 
 第４章「鳥羽と鳥羽殿」では、まず12世紀に白河天皇によって造営された鳥羽殿がはたした交通路管理機能
を論じている。鳥羽殿は、王権の交通路管理の意図と西国受領層の交通路を安定させたいとする志向が交差し
たところに生まれた。また、鳥羽殿には交通・流通にかかわる人々が、院から与えられた身分標識をもって交
通編成に携わっていた。こうした編成は、鎌倉後期になると動揺するが、新たに交通業者たちのネットワーク
が成長し、南北朝期以降は、身分標識を有さない者もふくめて、港湾都市・鳥羽として発展していったことを
解明している。 
 第５章「淀と淀川交通」では、鳥羽殿造営がもたらした淀川交通全体への影響をあきらかにし、淀や淀川交
通の変遷を、周辺住民との関係から論じている。鳥羽殿の造営は港湾としての山崎の比重を低下させる一方、
淀には、王権の殺生禁断とかかわって、魚市が成立した。鎌倉後期には、交通業者のネットワークが淀川全体
におよび、不特定多数の顧客を対象とする問や賃船も成立した。また周辺地域の住民は、船の曳航や漁業など、
用益に応じた関係を結んでいた。 
 第６章「嵯峨と大堰川交通」は、王権直轄領が展開する嵯峨を材木集積地として論じ、絵図の分析を通じて、
鎌倉期から室町期にいたる都市的発展の状況をあとづけた。嵯峨は、平安京への材木輸送により発達した港湾
で、12世紀には一定の都市的発展がみられる。13世紀半ばに王権によって亀山殿が造営され、王権直轄地、宿
所、町屋など、役割を異にする都市空間が出現した。その後、嵯峨は禅宗寺院とともに発展し、問が力を得て
材木輸送に携わる一方、用水・漁業などの河川用益が、それらとバランスを保ちながらおこなわれていた。 
 第三部「都市住民と首都支配」では、王権の首都支配の変遷を、都市住民の動向と関連させて考察している。 
 第７章「居住形態と住民結合」は、院政期・鎌倉期の都市住民は、都鄙間交通に関与することで流動性を有
したが、さまざまな縁によって居住を実現していたとする。その中で、京職・検非違使の保障機能は12世紀後
半以降低下し、住民の署判だけで紛失状が成り立つことから、都市住民の共同体的関係の成熟を指摘した。 
 第８章「文書保障システムの展開」では、紛失状の証判、地口銭徴収などから検非違使の都市支配へのかか
わりを明らかにしている。13世紀前半までは、紛失状の証判は在地住人のみによるものであったが、後半には
検非違使が保司として証判するようになり、民事部門での都市支配への関与が深まった。13世紀末には在地証
判とあわせて検非違使が証判する文書形態が成立したが、その背後には地口銭の賦課が想定できる。14世紀に
は検非違使署判が主体となるが、14世紀末にはその役割を終え、地主を基盤とした室町期の都市支配へと変化
してゆくことを解明している。 
 第９章「六条八幡宮領からみた室町期京都」では、六条八幡宮の屋地・畠地・清目に対して地口銭免除を保
障する注文（15世紀前半）を検討し、都市住人の移動、都市空間の広がり、清目が集中する六条村の立地など
について実証した。屋地は10年経つとその居住者の半数が異なるほど流動性が高く、同じ場所でも間口が変化
することから、住民・家屋とも流動的な状況が確認される。また、六条・七条間は、町・室町通を除いて畠地
が広がり、七条周辺で再び東西方向に町屋が広がる。そして六条の鴨川寄りに清目が集中する六条村の立地を
確認している。 
 終章「本研究の成果と課題」では、中世王権と首都、首都の交通体系、首都支配の展開、首都京都の空間構
造という四つの観点から論点をまとめている。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 本論文は、中世前期（11世紀～14世紀）を対象に、京都以外の施設・建物・交通路など具体的な場にかかわ
って、権力・支配・民衆の運動などのさまざまな社会動向を分析することを通じて、首都としての京都を解明
することをテーマとしている。 
 序章「本研究の前提と視角」では、1950年代以降の中世京都研究の研究史をまとめ、それが自治都市に偏り
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すぎていたことの問題点を指摘し、また「王朝都市論」「キヨメの都市的構造」論、「非農業民」論など、首
都として京都を位置づけるために有効な方法論を的確に紹介している。中世前期京都に関する都市史研究の歩
みを、本章のように多角的に位置づけた論攷はこれまでなく、すぐれた展望と整理になっている。 
 第一部「首都と王権」は３章からなるが、王権という一見とらえどころのない抽象物のあり方を、首都内外
の具体的な場において解明することに成功している。 
 第１章「行幸・御幸の展開」では、これまでの行幸研究が古代史中心で、９、10世紀で検討を終えているこ
とに鑑み、10世紀後半以降に展開する天皇と行幸との新しい関係を分析している。具体的には、12世紀前半ま
での京都周辺の神社への行幸が摂関の地位向上の視覚的表現の機会であったこと、院御所への朝覲行幸が院の
家父長権と後継者の確認をともなうものであったことを解明した。ところが13世紀になると、天皇の神社行幸
が行われなくなり、代わって「治天の君」による神社御幸・御幸始が中心的な年中行事となることで、王権の
主体が天皇から「治天の君」に移ったことが示される。本章の論述はやや硬いところがある。しかし、「治天
の君」による実権掌握過程は、これまで政策決定の側面から明らかにされてきたが、行幸・御幸という、公家
社会・都市社会に見せる行事において同様の過程が進行していたことを示したことは、斬新な問題提起である。 
 第２章「儀式路の変遷と都市空間」は、荘園領主の都市である王朝都市をめぐる都市支配や民衆運動研究と、
天皇を中心とするキヨメ・ケガレの構造を特徴とする議論の止揚を目的としてなされた。具体的には、行幸・
御幸などに利用される経路が里内裏の体制化によって再編・形骸化することを通じて、都市空間における王権
のあり方を解明した。また、犯罪者の首の入洛をめぐって、天皇とその都市空間がケガレを忌避する性格をも
つことを確認した。さらには、路次整備が、京戸から検非違使に動員された非人に変化するのにともない、そ
の内容が「路作」から「掃除」に変化したことを指摘している。地図などを駆使して、説明に工夫をこらす必
要があるが、これらの事実の解明は、いずれもオリジナルな実証にもとづいており、路次を媒介に、都市支配
論とケガレの構造論を結びつける画期的が成果と評価できる。 
 第３章「火災と王権・貴族」は10～13世紀において、消火活動の具体像、内裏消亡の際の天皇・貴族たちの
対応、火災に遭った貴族たちの行動などを通じて、王権や貴族社会の特質を解明するというユニークな都市論
といえる。消火活動の具体的なあり方を明かにした点、内裏火災での焼失・保存を契機として「三種の神器」
などの王権を象徴するモノが価値を上昇させてゆくこと、貴族にとっては家の「文書」が火災から守るべき最
重要なモノになっていることなど、王権論・貴族社会論に新たな視点を提供する研究となっている。 
 第二部「首都と交通」は、鳥羽・淀・嵯峨という京都西郊の３つの都市的な場を、それぞれの章であつかう
もので、首都京都のあり方に規定された交通体系、河川の利用法などに言及するものである。 
 第４章「鳥羽と鳥羽殿」は、これまで院政期のモニュメントとして注目されるだけであった鳥羽殿を、港湾
都市・鳥羽の中核として評価し、鎌倉期まで見通してその流通上の意義を解明する研究である。鳥羽殿を中核
とした所領群、周辺交通業者の編成によって鳥羽殿は交通路管理機能を獲得し、それ故、西国受領層の院への
結集もなされた。やがて交通業者は、荘園制的システムをささえる存在から独自のネットワークをとり結ぶ中
世的な存在に成長していくという。院権力による受領層編成の一要因を解明し、中世交通史への新しい観点を
導入した点が注目される。 
 第５章「淀と淀川交通」では、中世前期の交通業者が個別権門に従属していたという従来の見解を克服し、
公権（公武権力）による編成を中核として全体像を見通すことに成功している。鳥羽殿を中心とする交通体系
の再編は、王権の殺生禁断政策ともあいまって淀に漁市の設定をもたらした。ところが、13世紀後半になると、
淀の交通業者のネットワークが淀川下流域にまで広がり、問が地名を冠するようになったり、不特定多数を顧
客とする賃船が成立するなど、住民の自立化が進んだことを明らかにしている。広く淀川流域をフィールドに、
中世前期から後期にかけて交通体系がどのように変容を遂げてゆくのか、ダイナミックに論じた好論といえよ
う。 
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 第６章「嵯峨と大堰川交通」では、13世紀前半までの嵯峨が、国衙主体の流通構造と摂関家の進出によって、
鳥羽のように、王権が直接的に掌握する場ではなかったことを前提としている。しかし、13世紀後半に亀山殿
が造立したことを契機に、院近臣などの宿所空間とさまざまな階層が居住する町屋空間からなる一大都市空間
へと発展してゆく様相を具体的に明かにした。また大堰川交通が、幕府―守護体制の保証を受け、用水・漁業
などとの利害調整下に機能していたことにも言及している。 
 第三部「都市住民と首都支配」は、都市住民の居住形態、住民の権利文書の保証体制などから、権力の都市
支配のありようと住民結合の進展を明かにし、また下京南部における具体的な居住の実態を解明している。 
 第７章「居住形態と住民結合」は、都鄙間を往来する人々が親族関係、寄宿関係、権門との関係、地縁的関
係などの多面的な社会関係をとりむすぶ中で屋地所有を実現していたことを解明した。権力側にこうした多面
性を一括して掌握する方策がなかったため、12世紀後半以降、京職・検非違使の位置づけは低下していった。
つぎに第８章「文書保証システムの展開」は、第７章の次の時代をあつかうもので、13世紀後半以降、検非違
使の民事部門での都市支配への関与が深まり、諸官連署型紛失状が定着し、保務証判が成立するなどした。さ
らに14世紀前半に成立する保務・諸官連署型紛失状は、新しい都市税制である地口銭徴収の対象となる地主の
屋地所有を保証する機能をはたした。但し、14世紀後半以降、検非違使の紛失状への証判の事例は減少し、地
主を基盤とする都市支配実現の課題は室町幕府へと引き継がれるとした。 
 以上第７章・第８章の、紛失状を梃子にした都市支配と都市社会の関係構造論は、膨大な史料の悉皆的収集
によって当該期の紛失状を析出した上で、その展開の論理を実証的にあとづけたもので、高く評価される研究
といえよう。 
 第９章「六条八幡宮領からみた室町期京都」は、これまで具体的な分析がほとんどなされていなかった六条
八幡宮領の屋地・畠地や清目の存在を解明するもので、結果として、下京南部と東寺境内・門前の間の「空閑
地」の実態を解明するものとなっている。具体的には、六条八幡宮の洛中散在敷地注文８通をもとに、住民の
激しい流動性と屋敷地の形態変化を明かにすることに成功した。村落に比べて地縁的共同体の成立が遅れるの
が都市の特徴であり、その原因が都市民の流動性にあることは予想されてきたが、そのことをこれほど的確に
史料によって証明したことはこれまでなかった。 
 従来の京都研究においては、中世後期の都市共同体や権力の都市支配、あるいは、「社会史」的な視点から
の具体的事実の解明などが進められてきた。しかし、中世前期については、都市の実態を示すまとまった史料
に乏しく、また都市分析の手法も発達をみなかったため、総じて研究は低調であった。本論文は、以上のよう
に、史料の博捜と独自の視角により、王権、流通、都市住民支配という三つの側面を中心に、首都としての性
格を提示することに成功している。全体として、中世都市研究を大きく前進させる注目すべき論文である。 
 第一部については、論述に工夫をこらしたほうがよい点があり、第二部では、三つの衛星都市と京都をむす
ぶ全体的な流通構造の提示が必要であるなど、さらに彫琢が求められる点があるが、それらは本論文の価値を
おとしめるほどのものではない。 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
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